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通信設備に対する雪害への取組み

技術基礎講座

１．はじめに
　屋外に設置されている多くの通信
設備は、常に風雨、降雪等天候の影
響を受けるため、これまでにも多く
の対策を講じています。また、この
冬は例年にない大雪となり北日本や
北陸地方を中心に大雪の被害が報じ
られ、雪害への関心も高まりまし
た。降雪地域では、NTTの設備に
対しても影響を与えて故障や加害事
故につながっています。降雪地域に
おいて修理稼動の増加および事故等
につながる事象である電柱標識板の
バンド破断、架空設備への着雪につ
いて、その対策に技術協力センタで
は取り組んでいます。
　電柱標識板は、車両等が誤って電
柱に接触する事故の防止を目的とし
て、全国の道路沿いの電柱に設置さ
れています（図１）。この電柱標識

板を固定しているバンドが、積もっ
た雪の重みにより破断してしまい標
識板が外れてしまうという事象が発
生しています。このバンドの破断
は、広範囲で発生するためバンドの
取替え等に大きな稼動を要してお
り、また、バンドや標識板が外れて
落下していた場合には歩行者等への
影響も考えられ、事故につながる可
能性もあります。
　また、降雪地域ではクロージャや
ケーブル交差部などの架空設備に着
雪します（図２）。このような架空
設備への着雪において、数日間積雪
が続くと融解・凝固を繰り返し氷の
塊になる場合があり、その塊が落下
すると物損事故等につながり非常に
危険です（図３）。このような架空
設備の着雪による事故を防止するた
め、保守を担当している方々は定期

的な雪落としを行っています。雪落
としを行う際には、高所作業車を使
用する必要もあるなど大きな稼動が
かかっています。
　技術協力センタにおける電柱への
雪害に対する取組みについては本誌
で紹介した経緯はありますが、今
回、新たな取組みとして「積雪によ
る電柱標識板のビニルバンド破断対
策」および「架空設備への着雪防止
対策」の２点の取組みについて紹介
します。

２�．積雪による電柱標識板のビニ
ルバンド破断対策

2.1．バンド破断のメカニズム
　バンド破断が起こるメカニズムを
フィールドトライアルによって確認
しました。本トライアルでは、積雪
による荷重印加には２パターンある

図１　電柱標識板とビニルバンドの破断



20 Raisers 2018. 5

と仮定し（電柱標識板に荷重印加さ
れてバンド破断する場合と、バンド
のみに荷重印加されて破断する場
合）どちらによりバンドが破断する
か検証することを目的としていま
す。電柱と電柱標識板の間の隙間を
ふさいで、バンドへの積雪荷重によ
りバンド破断が起こるケースとバン
ドを保護して電柱標識板への積雪荷
重によりバンド破断が起こるケース
について2015年12月から2016年４
月にかけて検証しました（図４）。
なお、検証現場は豪雪地域の山間部
地帯の麓に広がる住宅エリアの電柱
を使用しています。当該年の積雪量
は約2.5ｍ程度（2016年）あり、降
雪と除雪の雪が積み重ねられる場所
になっています（図５）。
　積雪中および雪解け後に、標識板
およびバンドの状態を確認したとこ
ろ、電柱と電柱標識板の隙間を防い
だケースでは、バンドの留め具およ
び左右の折り返し部分に着氷および
ねじれがありバンドが破断していま
した。電柱と標識板の隙間を塞いで
もバンドの破断、たるみ、ねじれが
確認されたことから、沈降圧（積雪
による圧力）はバンドに直接作用し
ているものと推察しました。バンド
破断に至ったメカニズムとして、

「①バンドへ着氷」し、沈降圧で
「②前面にめくれるようにねじれが
発生」し、「③バンドが破断」に
至ったと考えられます（図６）。
　一方バンドを保護し、標識板のみ
に積雪するパターンでは、バンドの

破断は起こりませんでした。
2.2．対策案と現場トライアル
　沈降圧によりバンドに直接荷重印
加されることが明らかとなったの
で、その対策として表１に示す３つ
の対策を2016年12月から2017年４

月にかけて現場トライアルしました
（図７）。
　対策案①では、一定の効果が確認
でき、全ての実験サンプル（サンプ
ル数＝5/5）において、バンド破断
は見られませんでした。しかしなが

図２　架空設備への着雪の様子

図４　バンド破断の検証状況

図６　バンド破断のメカニズム

図７　対策案（左より、①定型シーリング剤、②パワーバンド、③反射シート）

図５　検証環境の積雪状況

図３　架空設備からの落雪による物損事故の様子

落雪により損傷した自動車

層状に積雪 
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表１　着雪によるバンドへの荷重印加に対する対策案

対策案 対策名称 対策方針

① 定型シーリング剤 バンド全体を防護することで沈降圧の影響を低減

② パワーバンド ねじれに強いバンドを使用することで、沈降圧への耐久性を向上

③ 接着式標識シート※ 接着シートで電柱に直接接着させることでバンドが不要

※ 接着式標識シートは、視認性についてJIS Z 9117（反射性に関する日本工業規格）を満足する
製品を使用。

留具
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撥水性のシートをクロージャの上部
に貼り付けることによって午前中の
内にクロージャ上部積雪は解消され
氷の塊になることが防げることがわ
かりました。今後、経年劣化等を確
認しその有効性を検証する予定で
す。

ら、緩みやねじれ、定型シーリング
剤の一部分に剥がれが見られまし
た。この原因は、定型シーリング剤
の施工がやや困難であり、出来型に
ムラがあるためと考えられます。そ
のため、将来的に定型シーリング剤
が剥離して、バンド破断につながる
と考えられます。次に対策案②で
は、バンドのねじれや破断は見られ
なかったものの、緩みが発生したた
め、将来的にバンドが破断する可能
性が考えられます。最後に対策案③
では、一部の実験サンプルにわずか
な四隅の剥がれはあった（図８）も
のの、基本的に接着性は問題なく、
また出来型にムラができにくい（施
工しやすい）ことがわかりました。
　以上の結果から、接着性に問題が
なく出来形にムラができにくいこと
から、対策案③「接着式標識シー
ト」について追検証を実施していま
す。現状、四隅の剥がれが発生しな
いように、あらかじめ四隅をカット
することで角をなくして検証してい
ます。また、安定した視認性、接着
品質向上を図るべく、改良型対策案
③「接着式標識シート」にて現場で
トライアルを継続しています。
　このトライアルでは、接着式標識
シートの接着性、視認性に加えて、
現場での設置に適したサイズ、カ
ラーについても検証を行っています

（図９）。また、鋼管柱へのトライア
ルも実施しています。

３．架空設備への着雪防止対策
　降雪地域において架空設備への積
雪を避けることは困難であるが、氷
の塊になる前に落雪することができ
れば、物損事故等を防ぐことができ
ると考えています。そのため、架空
設備への積雪後に落雪を促進させる
方法の初期検討として撥水性を有す
るシートをクロージャ上部に貼り付
けて落雪の状況を観測する検証を
行っています（図10）。検証の結果、
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４．おわりに
　各対策品の検証に関しまして、多
くのご協力をいただきましたNTT
東日本―東北　青森支店　設備部　
青森サービスセンタ、NTT東日本
―東北　山形支店　設備部　山形
サービスセンタ、およびNTT東日
本―関信越　長野支店　設備部の皆
様に心から感謝いたします。

若干の剥がれあり

図８　対策案③　検証結果

図９　追検証用の対策品概観

図10　クロージャへの着雪防止検討の様子
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